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 横暴を有しない(18a)のプ・ム化では2一ブ・ム(32)お・よび2,4一ジブ・ムー3-7エニルシク
 ・ヘブタ〔b〕ピ・一ルー6(IH)一オン(33)を生成する事が分つた。
 罪.恥辱御摩H
 (52)G5デ
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論文審査要旨
 佐藤裕信提出の学位論文はオキシシク・ヘプタ〔b〕ピ・・ン誘導体の合成に関する研究で,全八
 章からなっている。現在まで不飽和七員環構造を有する化合物は数多く知られてむり,また生化学
 的に興味あるインドールに類似した構造を有する化合物としても,ト・ポン核とピ・一ル核との縮
 環したピ・・ト・ポン,すなわちシク・ヘプタ〔b〕ピ・一ル8(IH)一オン誘導体も得られて
 いる。しかし佐藤はト・ポ・ン核とピ・一ル核の縮環したど・・トロポ・ン誘導体の合成が未だな
 されていないことに注目し,この種の誘導体,特に生化学的に興味あるセ・トニンに類似の構造を
 有する5一オキシク・ヘプタ〔b〕ピ・一ルー6(IH)一オン誘導体の合成を行い,そのメチル
 化,ニト・化およびブ・ム化について検討した。
 まず,ピ・・ト・ポンのNH基の置換反応を検討し,インドール系化合物と同様の置換反応が起
 ることを確め,この反応によって1一(2一シアノエチル)一浴よび1一アミノアルキルシク・ヘ
 ブタ〔b〕ピ・一ルー8(IH)一オン誘導体を合成した。
 次に7一フエノキシ誇よび7一メトキシー2一ヒドラジノト・ポンにFischer一のインドール合
 成法を応用し,ピ・・ト・ポ・ンのフェニル冷よびメチルエーテルを合成した。この際,前者は加
 水分解されないが,後者は加水分解されてピロ・トロボロンを与えた。次にセ・トニン類似の構造
 を有する5一オキシシク・ヘブタ〔b〕ピ・一ルー6(IH)一オン誘導体を得るために種々反応
 を検討した結果,5一アミノト・ポ・ンより得られるジアゾニウム塩にJaPP-Klingemann法を適
 用して一一挙にヒドラゾン誘導体を得,これにFischerのインドール合成法を応用して初めて目的物
 が得られることをたしかめた。次にこの反応で得られた2一エトキシカルボニルー3一メチルー5
 一材キシシク・ヘプタ〔b〕ピ・一ルー6(IH)一オンにジアゾメタンを反応させ得られる生成物
 の構造を研究した結果,二つの可能な構造の中で2一エトキシカルボニルー1,3ジメチル,5一
 メトキシシク・ヘズタ〔b〕ピ・一ルー6(IH)一オンであることを推定した。更に5一オキシシ
 ク・ヘプタ〔b〕ピ・一ルー6一(IH)一オン誘導体の求電子置換反応の一例として,ニト・化
 むよびブ・ム化反応を行い,芳香族化反応かよびその生成物の別途合成によって,置換される位置
 が4位であることを証明した。またブ・ム置換体はアルカリでは転位せず,濃アンモニア水によっ
 てブ・ム原子が水酸基で置換されることを堤,出した。
 以上を要するに,佐藤の研究は多数の新しいピ・・ト・ポ・ン誘導体を合成して,その置換なら
 びに転位反応を研究したもので,不飽和七員環化合物の化学に貢献すること人なるものと認められ
 た。
 尚,化学専攻の教官多数列席の下に本人に学位申請論文の内容に関して約30分間説明を行わしめ,
 そのあとその内容を中心として出席の各教官から約40分にわたって試問を試みた。以上を総合して
 審査員一同は,佐藤裕信提出の論文は理学博士の論文として合格と認める。
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